
「
い
の
ち
守
る
政
治
を
」
前
に

す
す
め
る
た
め
医
療
・
介
護
に

つ
い
て
区
議
会
の
質
問
の
概
要

を
ご
報
告
し
ま
す
。

★
日
本
共
産
党
の
質
問
＝
特
養
ホ
ー
ム

建
設
に
つ
い
て
聞
く
。
待
機
者
３
１
０
０
人
は

深
刻
な
事
態
。
ラ
ン
ク
付
け
で
Ｂ
の
例
（
左
の

枠
）
そ
れ
よ
り
も
優
先
度
が

高
い
Ａ
ラ
ン
ク
の
人
が
１
８
０

０
人
い
る
。
代
表
質
問
で

「喫
緊
の
重
要
課
題
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
前

倒
し
を
図
る
」と
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
待
機
者
を
減
ら
し

て
深
刻
な
現
状
を
変
え
る

た
め
に
は
、
少
な
く
て
も
毎

年
１
ヶ
所
以
上
増
設
し
な
い

と
逆
に
待
機
者
が
増
え
て

し
ま
う
が
ど
う
か
。

●
答
弁
＝
第
４
期
の
介
護
保
険
事
業
計
画

で
22
年
西
新
井
・
23
年
入
谷
紫
磨
園
の
増

築
で
特
養
１
７
３
９
床
、
計
画
で
は
平
成
30

年
度
は
２
２
８
９
床
そ
の
差
は
５
５
０
床
、
６

年
間
で
５
５
０
、
１
年
間
で
１
０
０
床
づ
つ
作

る
こ
と
で
５
０
０
床
、
１
年
間
で
１
施
設
で
き

る
こ
と
に
な
る
。

※
特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
対
策
は
、
日
本

共
産
党
区
議
団
が
く
り
返
し
要
求
。
「毎
年

建
設
し
な
い
と
、
待
機
者
は
増
え
て
し
ま
う
」

と
迫
り
、
初
め
て
区
は
「毎
年
つ
く
り
ま
す
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

★
質
問
ー
今
後
「
地
域
包
括
ケ
ア
」

の
考
え
を
軸
に
国
の
制
度
が
動
き
始

め
て
い
る
。
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
と

は
、
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、
医
療
・

介
護
や
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
た
サ
ー

ビ
ス
を
地
域
で
日
常
生

活
に
中
で
支
え
る
も

の
だ
が
、
高
齢
者
や

障
害
者
が
安
心
し
て
、

地
域
で
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
医

療
と
福
祉
の
連
携
し
た
街
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
な

る
。医

療
と
福
祉
の
連
携
が
本
当

に
大
事
で
、
そ
の
要
が
退
院
時

の
療
養
調
整
会
議
（
ケ
ア
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
）
で
す
。
本
来
は

誰
で
も
住
み
慣
れ
た
家

に
帰
り
生
活
し
た
い
。

退
院
後
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
医
療
と
の
連
携
に
つ

い
て
、
介
護
の
部
分
は
介
護
報

酬
、
医
療
機
関
は
診
療
報
酬
の

加
算
が
つ
く
。
私
ど
も
（
日
本
共
産
党
）
は
、

退
院
時
の
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
会
議
に
つ

い
て
、
国
の
モ
デ
ル
に
な
っ

て
い
る
尾
道
市
な
ど
の
例
を

申
し
上
げ
て
き
た
が
、
ど
う

い
う
進
め
方
を
す
る
の
か
。

●
答
弁
＝
退
院
か
ら
自
宅
に

帰
る
際
の
ケ
ア
・
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
は
重
要
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
医
療
機
関
と
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
連
携
は
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う
関
係
機
関

の
方
に
協
力
の
要
請
を
す
る
。

★
質
問
＝
ケ
ア
マ
ネ
に
も
こ

う
す
れ
ば
や
れ
る
と
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
で

き
る
よ
う
事
業
者
連
絡
会
等
で
も
話
て
い
た

だ
き
た
い
。
在
宅
計
画
の
保
証
も
な
い
ま
ま
、

退
院
を
迫
ら
れ
て
退
院
す
る
。
こ
の
時
に
ケ

ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
在
宅
に
安
心
し
て
送

れ
る
見
通
し
が
あ
れ
ば
安
心
だ
。
ケ
ア
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
を
積
極
的
に
行
っ
て
が
ん
ば
っ

て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
も
い
る
。
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
を
や
っ
て
い
る
あ
る
病
院
の
事
例
を

紹
介
（
上
の
枠
の
例
）
を
紹
介
。

「
骨
折
や
脳
梗
塞
等
で
入
院
し
家
に
帰
る
と

き
、
一
歩
も
動
け
な
く
な
っ
た
人
が
そ
の
ま

ま
家
に
帰
る
の
は
不
安
。

福
祉
用
具
や
ヘ
ル
パ
ー
、
訪
問
介
護
を
何
日

で
準
備
で
き
る
か
、
退
院
調
整
を
す
る
の
が

ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
。
準
備
万

端
整
え
て
家
に
帰
れ
れ
ば
、
家
族

も
安
心
で
き
る
。

介
護
事
業
者
連
絡
会
等
に
普
及

し
、
医
療
と
の
連
携
の
働
き
か
け
、

ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し

た
場
合
の
支
援
も
含
め
て
対
応
の
充
実
が
必

要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

●
答
弁
＝
先
進
的
事
例
を
含
め
、
共
通
課
題

を
集
団
指
導
と
も
あ
る
の
で
そ
う
い
う
場
を

活
用
し
て
広
げ
て
生
き
た
い
。

★
質
問
＝
06
年
、
国
は
、
看
護
師
の
配
置
基

準
を
18
年
ぶ
り
に
改
定
し
、
患
者
７
人
に
看

護
師
１
人
を
配
置
し
、
医
療
機
関
に
入
院
基

本
料
と
、
報
酬
を
加
算
し
て
手
厚
い
看
護
体

制
を
促
す
仕
組
み
を
作
っ
た
。
こ
の
７
：
１

の
看
護
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
大
学
病
院

等
が
大
量
採
用
に
ふ
み
き
っ
た
た
め
看
護
師

募
集
が
急
増
し
、
特
に
中
小
の
病
院
で
看
護

師
不
足
が
起
き
、
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用語解説 ケアカンファレンス

※ケアマネジャーを中心として、介

護サービスの利用者や家族、ヘル

パーや理学療法士、デイサービス担

当者、医師等が集まり適切なケアプ

ランを作成するための意見交換会。

こんな人でも優先度が中程度のＢランク

母親は重度の認知症で要介護４．介護者は

仕事をもっている息子のみ。夜も介護で立

ち行かなくなり崩壊状況。特養申し込んで

２年近くなる。これでもＢです。

退院後の療養調整会議（ケア・カンファ
レンス）を行っている区内の例

▼奥さんの「お父さんは家が大好きだから、家で看たい」

という意思が確認され、プランを作った。動けないので

じょくそう対策として医師の指導で訪問看護を毎日入れ

る。夜は体位交換や奥さんのメンタルケアもする。理学

療法士により訪問リハビリ、家屋評価もして、見合った

車椅子や段差解消対応策を決めて、福祉用具の搬入もお

こなって万全の体策で４，５ヶ月在宅生活を送った。

退
院
支
援
と
療
養
調
整
会
議

（
ケ
ア
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）

の
開
催
が
求
め
ら
れ
る

特
養
ホ
ー
ム
待
機
者

３
１
０
０
人
は
深
刻
な
事
態
。

最
低
で
も
１
カ
所
増
設
を
！

「
毎
年
１
カ
所
つ
く
り
ま
す
」

裏
２
面
に
つ
づ
く



足
立
で
は
地
域
医
療
崩
壊
の
危
機
に
繋
が
り

か
ね
な
い
事
態
が
お
き
て
い
る
。

昨
年
足
立
区
の
医
師
会
と
看
護

師
協
会
が
協
働
し
て
、
人
材
確
保

の
た
め
に
、
庁
舎
ホ
ー
ル
で
看
護

師
の
就
職
・
再
就
職
説
明
会
を
計

画
。
足
立
区
に
後
援
を
お
願
い
し

た
。
区
（
衛
生
部
）
は
、
積
極
的

な
応
援
ど
こ
ろ
か
、
後
援
す
ら
拒

否
し
た
。
区
は
「
看
護
師
不
足
対
策
と
し
て

で
き
る
こ
と
は
や
る
」
と
い
っ
て
お
り
、
後

援
く
ら
い
は
当
然
で
は
な
い
か
。

●
答
弁
＝
申
し
出
は
あ
っ
た
が
都
の
後
援
が

取
れ
る
な
ら
区
も
協
力
す
る
と
い
っ
た
が
、

そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
。

★
質
問
＝
練
馬
区
で
は
補
助
金
ま
で
出
し
て

地
域
の
看
護
師
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

足
立
の
医
師
会
や
看
護
師
協
会
は
お
金
を
出

し
て
く
れ
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
足

立
の
対
応
は
本
当
に
ひ
ど
い
。
一

方
、
介
護
職
員
不
足
の
対
応
と
し

て
は
、
就
職
説
明
会
等
を
福
祉
部

も
積
極
的
に
係
っ
て
き
た
。
介
護

保
険
専
門
部
会
で
は
特
養
ホ
ー
ム

の
施
設
長
代
表
の
方
が
、
「
介
護

分
野
の
人
材
は
集
ま
る
よ
う
に
な
っ

た
。
で
も
看
護
師
が
集
ま
ら
な
い
の
が
深
刻
」

と
毎
回
の
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。
福
祉
分
野

で
も
看
護
師
が
必
要
な
職
場
、
現
状
は
ど
う

か
。

●
答
弁
＝

福
祉
部
門
で
看
護
職
が
必
要
な
の

は
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
は
経
験
の
あ
る
看
護
師
が
必
要
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
看
取
り
を
必
要
と
す
る

の
で
看
護
師
が
必
要
。
特
養
で
３
人
、
老
人

保
健
施
設
は
10
人
、
水
野
病
院
の
老
健
施
設

は
30
人
が
必
要
と
し
て
い
る
。

★
質
問
＝
看
護
師
不
足
か
ら
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
閉
鎖
さ
れ
る
と
か
、
縮
小
す
る
と

か
、
そ
う
い
う
実
態
は
ど
う
か
。

●
答
弁
＝
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
閉
鎖

は
あ
る
。

★
質
問
＝
ま
さ
に
看
護
師
不
足
が
地
域
医
療

と
地
域
介
護
を
支
え
る
体
制
の
崩
壊
の
危
機

に
あ
る
。
衛
生
部
は
「
東
京
都
が
、
東
京
都

が
」
と
繰
り
返
し
言
う
が
実
際
に
、
や
れ
る

こ
と
に
手
を
つ
け
な
い
こ
と
は
問
題
だ
。
改

善
す
る
べ
き
。
福
祉
部
と
協
力
し
て
足
立
の

人
材
確
保
支
援
を
本
気
で
や
る
べ
き
だ
と
指

摘
し
ま
し
た
。
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私(伊藤和彦）は５月２１日夜、竹ノ

塚地域学習センターで『自由と平和

のために 愛と勇気を！愛がある

歌がある未来がある そして平和憲

法がある』と、２０１０年第２９回憲法

を考える集いが開かれ参加してきま

した。

山田 朗さん（明治大学教授、歴

史教育協会）の｢近現代史から学ぶ」

の記念講演は、日露戦争の歴史を

直視し世界の力学のなかで正しく

学ぶこと、それにつながる未来を深

め歴史をつくることの大切さを知り、

熱い思いとともに心にしみるもので

した。

つどいで紹介された詩を紹介しま

す。

●憲法はドラマ （劇）
街の青葉の歩道橋

立ちどまって目をとじる

いのちの声が聞こえる

いのちは健やかに生まれ育ち

老いる権利をもつ

いのちの尊重こそが政治の基本

戦死の原爆の家族をさがし続

けた人々に

生きる望みを与えた憲法

恒久の平和を世界に誇る経済

最優先が奪った安心と安全

増え続ける派遣社員と「人身事故」

平凡な日々を過ごす庶民は

沖縄の米軍基地も移設も許さ

ない

日本の軍事大国化を許さない

国政は国民の信託によるもの

働いてつつましく暮らす幸せは

皆のもの

憲法は詩 憲法はドラマ・劇

私たちはすてきなポエム・詩を

読み

幸せな人生のドラマ・劇を織りあ

げる

第29回憲法のつどい

お気軽にお電話をください。相談は無料。法

律相談は弁護士を紹介します

●日本共産党区議団 3880―5770

●伊藤和彦 自宅 3859―6952

●携帯電話 070-6642―2851

５
月
は
じ
め
に
「花
畑
の
生
コ
ン

工
場
の
騒
音
が
う
る
さ
い
、
悩
ん

で

い
る

」

「
何

と
か

し
て
ほ

し

い
」
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

他
区
と
比
較
し
て
も

足
立
区
の
看
護
師
不
足
対

策
は
極
め
て
不
十
分


